
７ 広島県

（１）レジ袋削減の取組み経緯とスケジュール
[ポイント]

●　売場面積が概ね1,000㎡以上を有する事業者及び県内で広範囲に事業展
開している事業者を中心に実効果向上を目指す

・ 広島県では、売場面積が概ね 1,000㎡以上を有する事業者及び県内に広範囲に事業展開し
ている事業者を対象として進めている。

・ 小規模事業者については、各市町と協定を結ぶことで推進している。
・ 平成 21年 8月の県の協定締結式の時点では、24社（380店舗）と締結した。

スケジュール 概要

平成20年7月 ・ 「今すぐecoじゃけん広島～広島発・ストップ地球温暖

化 県民運動～」

　北海道洞爺湖サミット初日の七夕ライトダウンキャン

ペーンの実施日（７月７日）に合わせ、二酸化炭素削減

を県民一人一人のレベルで実践する運動を開始し、この

運動の重点取組の一つに「マイバックで買い物をする」

を取り上げた。
平成20年10月

「マイバック運動推進会議/第１回）」

・　消費者団体、事業者、行政（県内市町）等の参加を得
て、マイバック持参率向上について意見交換を実施し
た。

平成21年２月
「マイバック運動推進会議/第２回）」

・　県内一斉にレジ袋無料配布中止に向けて意見交換を実

施。

平成21年５月～
「マイバック運動推進会議/第3回）」

・　10月１日に実施するレジ袋無料配布の中止に向けて、
事業者・市町・消費者団体等と意見交換を実施。

平成21年8月 ・　平成 21年８月 27日、広島県知事、12市９町長、事業者（協
定締結事業者 24社）、広島県消費者団体連絡協議会会
長（消費者団体代表）により「広島県におけるマイバッグ等
の持参とレジ袋削減推進に関する協定」を締結。

平成21年9月 ・　新たに２社と協定を締結。



平成21年10月 ・　平成21年10月１日、レジ袋無料配布中止の取組みがス

タート。

（２）レジ袋有料化の効果
＜レジ袋削減率＞
平成21年９月　　 41.0％（既にレジ袋無料配布中止に取り組んでいる事業者を含

む）
平成21年10月　　85.2％　

　　・上記の値は、県と締結をしている各社の平均値である。
・以下は、実施店舗数の推移である。

平成21年８月27日　　24事業者380店舗
　　 　 12月１日　　26事業者400店舗
　　　　

　　・実施後は、約２倍の辞退率であり、効果は大きい。
　　　又参画事業者も拡大している。
　　　市町との協定を含めた店舗数は、平成 21年 10月現在 618店舗である。

（３）レジ袋有料化都道府県内一斉実施に至るまでの課題/対応/解決策
 [ポイント]

●　県、市町と事業者区分することで、県内一体となった取組みが可能。

・ 地球温暖化防止県民運動の「今すぐecoじゃけん広島」では、県民が幅広く取組める
～６つのアクション～を定めており、この内の一つがマイバック持参である。

・　レジ袋の削減量を増やす為には、多くの事業者の参加が不可欠であり、大規模事業者
（スーパー等）は県が、小規模地域密着事業者（酒、パン、理容院/美容院、スポー
ツショップ等）は、当該市町がそれぞれ締結することで、参加事業者を極力増やした。

（４）レジ袋無料配布中止都道府県内一斉実施後の課題/対応/解決策
 [ポイント]

●　実施店舗拡大によるレジ袋削減の環境への貢献度向上。

・ 大手事業者は、１店舗当たりの顧客数が多く、当初の締結後も県は随時受け付けており、２事
業者を追加している。

・ スーパー以外にもレジ袋を使う業種はあり、今後、他地域の動向も踏まえ、
他業種へ展開することで、レジ袋削減の効果がより一層期待出来る。



（５）“レジ袋有料化以外“の施策への展開状況と課題
 [ポイント]

●　今すぐecoじゃけん広島～６つのアクション～

・ 前記の通り、県民が幅広く取組める運動として、県では、今すぐ ecoじゃけん広島～６つのア
クション～を定めているが、マイバック持参以外以下の５つの項目がある。
1 エコドライブ/エコ通勤
2 エコ製品を選ぶ
3 温度調節
4 節電
5 節水


